


































































自性を加味 した作品 も同時に遺 してお り,平
行的に制作を行なっていたことがわかる。注
目されるのは,雪斎独自の様式的樹立が見 ら





























































判明 した。雪斎は,単 幅の美人画のみな らず
大型の屏風作品の制作に関しても同じように,
雪鼎の図様を雛型として活用 し門流へと継承
していったようである。
こうした雪鼎様の作品は,「十ニケ月図屏
風」のように雪鼎様に部分的改変を加えて制
作されたものと,雪鼎作品と同画題同構図の
作を踏襲 して作られたものの二通 りに分けら
れる。とりわけ,同画題同構図の好例として
挙げられるのは 「人形遣い」を描いた懐古的
な画題であり,当画題の美人画は雪斎のみな
らず門人達にも同趣向の作例が散見されるこ
とか ら,月岡派の看板商品であったことが想u
像される。また,伊勢物語に取材する 「芥川
図」では図様がそのまま踏襲されており,月
岡派内において仕込絵 に近い商品であったこ
とがわかる。これらの作例より,雪斎と弟子
たちが当世風俗と物語図,王朝人物図を大き
な二本柱とした雪鼎ゆずりの画題と図様のス
トックを有効にいか しながら,多様な注文に
応 じて応用を加え,時 代の美意識の変化に同
調 し柔軟に制作を行なっていたと推測される。
つまり,雪斎はその後の 「月岡派」の方向性
を提示 し 「月岡風」といわれる礎を築いた流
派のキーパーソンとして位置付けられる。
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